
貨物
航空
海上

第12回
ＷＧ

基本
Ⅳ-12他

廃止管理資料及び月報管理資料配信日の変更等（１）

・ 現行提供する管理資料のうち、第６次ＮＡＣＣＳにおいて機能変更に伴い不要になるものの廃止等について検討する。

詳細仕様検討結果

１．以下の管理資料については、第６次ＮＡＣＣＳにおいて廃止する。

（注）上記管理資料の廃止に伴い「管理資料情報配信要否登録（ＵＫＳ）」及び「管理資料情報配信要否登録呼出し （ＵＫＳ１１）」業務
について、変更を行う。

（補足）上記の表の項番等は、基本仕様書Ⅳ‐12に掲げる「管理資料の見直し」に従っており、項番12は基本仕様策定後に追加となったもの。

項番
業務

仕様書
番号

業務仕様書名 共通 航空 海上 周期 配信先 廃止理由

1 Ｉ０７ 納付書集計データ ○ 日報 銀行 専用口座の廃止に伴う廃止

2 Ｉ０８ 連記式領収済通知書情報 ○ 日報 銀行

3 Ｉ０９ 連記式領収控情報 ○ 日報 銀行

4 Ｉ１０ 歳入金等受入報告表情報 ○ 日報 銀行

5 Ｉ１１ 口座振替用納付書送付書情報 ○ 日報 銀行

6 Ｊ０２ 電子決済入金予定データ（請求者用） ○ 半月報 船会社他 決済機能廃止

7 Ｓ０５ 仕向地別混載仕立実績データ ○ 月報 混載業

利用されていない

8 Ｓ０９ 貨物取扱実績データ（荷送人別） ○ 月報 航空代理店

9 Ｓ１０ 貨物取扱実績データ（航空会社別） ○ 月報 航空代理店

10 Ｓ１１ 貨物取扱実績データ（営業所別） ○ 月報 航空代理店

11 Ｓ１２ 搭載完了ＡＷＢデータ ○ 日報 航空代理店

12 Ｔ０６
ＢＲＥＡＫ ＢＵＬＫ ＭＯＮＴＨＬＹ
ＲＥＰＯＲＴ

○ 月報 混載業

Ⅸ 詳細仕様検討結果
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貨物
航空
海上

第12回
ＷＧ

基本
Ⅳ-12他

廃止管理資料及び月報管理資料配信日の変更等（２）

詳細仕様検討結果

２．以下の管理資料については、第６次ＮＡＣＣＳにおいて配信日を｢毎月１日」に変更する。

３．管理資料の外部媒体提供の廃止

民間管理資料の配信において、管理資料のファイルサイズがシステム制限値（圧縮前６ＭＢ、圧縮後１ＭＢ）を超える
場合には、外部媒体へ保存しその媒体を郵送することで管理資料を配信しているが、第６次ＮＡＣＣＳにおいては、原則、
以下のとおりとする。

① 外部媒体の運用を廃止する。

② ファイルサイズに関係なく全ての管理資料について、システム配信処理により送付する。

項番
業務

仕様書
番号

業務仕様書名 共通 航空 海上 現行配信日 次期配信日

1 Ｇ０３ 保税運送申告一覧データ ○ ２日

１日

2 Ｇ０４ 貨物取扱等実績データ ○ ２日

3 Ｇ０６ 船積確認事項登録実績データ ○ ４日

4 Ｇ１１ 卸コンテナリスト取扱一覧データ ○ ３日

5 Ｇ１２ 積コンテナリスト取扱一覧データ ○ ３日

6 Ｈ０１ 輸出申告一覧データ ○ ４日

7 Ｈ０２ 輸出貨物許可承認等実績データ ○ ２日

8 Ｉ５１ 輸入申告一覧データ ○ ３日

9 Ｉ５２ 輸入貨物許可承認等実績データ ○ ２日

10 Ｔ０７ 搬出貨物統計データ（輸入） ○ ２日

Ⅸ 詳細仕様検討結果
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貨物 航空
第16回

WG
基本

Ⅳ-6-12
ＲＶＡ業務等の見直し（１）

・ 一部の空港地区において、ＲＶＡ等業務と通常のＥＸＭ等業務の併用を希望する者がいるが、現状では、ＲＶＡ等業務を利
用可能とする設定を実施した場合、通常の搬出入業務の利用が制限されるため、これを改善する。

詳細仕様検討結果

Ⅸ 詳細仕様検討結果

税関が認めた場合に限り、あらかじめ指定した引渡元保税蔵置場と引渡先保税蔵置場の関係をシステムに登録することで、ＲＶＡ等
業務（注）と通常の搬出入業務の併用を可能とし、従来の共同保税蔵置場における利用制限を解消する。また、「航空輸出貨物搬出入
データ（Ｓ１４）」に反映するため、上記の関係がシステムに登録されている場合における編集処理について見直しを行う。

（注）現在、共同保税蔵置場で利用可能なＲＶＸ業務は不可とし、搭載上屋から通関上屋への移動が必要となった際は、従来どおり不積返送承認後に
ＥＸＡ等／ＢＩＬ業務を実施する。

引渡元保税蔵置場（通関上屋Ａ）と引渡先保税蔵置場（搭載上屋Ｂ）の関係をシステムに登録

搭載上屋Ｂ
（Ａ/Ｌ）

：引渡先保税蔵置場

通関上屋Ａ
（空港保税蔵置場）
：引渡元保税蔵置場

通関上屋Ｃ
（空港保税蔵置場）

搭載上屋Ｄ
（Ａ／Ｌ）

: ＲＶＡ／ＲＶＢ／ＲＶＭ 実施可能

: ＥＸＡ／ＥＸＭ／ＥＸＵ⇔ＢＩＬ 実施可能

共同保税蔵置場
の設定はしない
ため、実施可能。

共同保税蔵置場
の設定はしない
ため、実施可能。

［用例] ：ＲＶＡ等 ＝ ＲＶＡ／ＲＶＢ／ＲＶＭ
ＥＸＡ等 又は ＥＸＭ等 ＝ ＥＸＡ／ＥＸＭ／ＥＸＵ
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貨物 航空
第16回

WG
基本

Ⅳ-6-12
ＲＶＡ業務等の見直し（２）

詳細仕様検討結果

Ⅸ 詳細仕様検討結果

「航空会社向貨物引渡し登録（航空会社単位）呼出し（ＲＶＡ）」業務

「航空会社向貨物引渡し登録（航空会社単位）（ＲＶＡ０１）」業務

「航空会社向貨物引渡し登録（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位）呼出し（ＲＶＢ）」業務

「航空会社向貨物引渡し登録（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位）（ＲＶＢ０１）」業務

「航空会社向貨物引渡し登録（ＭＡＷＢ単位）呼出し（ＲＶＭ）」業務

「航空会社向貨物引渡し登録（ＭＡＷＢ単位）（ＲＶＭ０１）」業務

１．オンライン業務の変更

「航空輸出貨物搬出入データ（Ｓ１４）」 「引渡し貨物状況データ（Ｓ０８）」

２．管理資料収集条件の変更

３．「輸出貨物情報照会（ＩＧＳ）」業務

輸出貨物情報照会情報（搬入情報１）（ＡＡＴ１３１） 輸出貨物情報照会情報（蔵置情報）（ＡＡＴ１３５）

輸出貨物情報照会情報（搬入情報２）（ＡＡＴ１３２）

前記のシステム登録をした保税蔵置場間において、以下の貨物引渡し登録業務を可能とする。

前記のシステム登録をした保税蔵置場間において貨物引渡し登録業務が行われた場合、以下の管理資料へ反映する。

前記のシステム登録をした保税蔵置場間において貨物引渡し業務が行われた場合、「輸出共同蔵置場」欄には何も出力しないこととする。
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貨物 航空
第12回

ＷＧ
基本
Ⅲ-3

システム制限値の見直し（２）：スプリット便数の拡大（輸出入）

・ 航空輸出入業務における１ＭＡＷＢあたりの登録可能なスプリット便数の制限値について、20便から30便に変更する。

詳細仕様検討結果

航空輸出入業務における１ＡＷＢあたりの登録可能なスプリット便数を20便から30便とする。

これに伴い、入出力画面・帳票の変更及び制限値チェックを行っている業務についても併せて変更を実施する。

（対象業務は下表のとおり）

輸 入 輸 出

業 務
制限値

チェック
の変更

画面・帳票
の変更

業 務
制限値

チェック
の変更

画面・帳票
の変更

ＡＷＢ予備情報登録（ＡＡＷ） ● 搭載便割当情報登録呼出し（ＦＬＩ） ●

積荷目録事前報告（ＡＤＭ０１） ● 搭載便割当情報登録（ＦＬＩ０１） ●

ＡＷＢ情報登録（輸入）（ＡＣＨ） ● ● 搭載便割当情報訂正呼出し（ＦＬＦ） ●

貨物確認情報登録（ＰＫＧ） ● ● 搭載便割当情報訂正（ＦＬＦ０１） ●

ＡＷＢ情報訂正（ＣＡＷ） ● ● 搭載完了登録（便単位）呼出し（ＣＬＡ） ●

貨物確認情報訂正（ＣＰＫ） ● 搭載完了登録（便単位）（ＣＬＡ０１） ●

ＵＬＤ引取情報登録呼出し（ＵＤＡ） ● 搭載完了登録（ＡＷＢ単位）呼出し（ＣＬＢ） ●

ＵＬＤ引取情報登録（ＵＤＡ０１） ● 搭載完了登録（ＡＷＢ単位）（ＣＬＢ０１） ●

混載貨物確認情報登録（ＨＰＫ） ● ＦＣＭ作成・送信（ＦＣＭ） ●

混載貨物確認情報訂正（ＣＨＰ） ● 搭載完了強制終了登録呼出し（ＣＬＦ） ●

搬入確認情報登録（システム対象外保税運送）（ＯＩＮ） ● ● 搭載完了強制終了登録（ＣＬＦ０１） ●

輸入貨物情報変更登録（ＣＡＩ０１） ● ● 輸出貨物情報照会（ＩＧＳ） ●

輸入貨物情報変更登録呼出し（ＣＡＩ） ●

輸入貨物情報照会（ＩＡＷ） ●

Ⅸ 詳細仕様検討結果
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貨物 航空
第９回

第11回
ＷＧ

基本
Ⅲ-3 システム制限値の見直し（５）：１ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数の拡大

・ 航空輸出入業務における１ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数の制限値について、現行の3,000件から見直しを実施する。

詳細仕様検討結果

航空輸出入貨物における１ＭＡＷＢで登録可能なＨＡＷＢ件数を最大3,000件から9,999件に拡大する。

【輸入】変更対象業務

業務コード 業 務 名

ＨＣＨ０１ ＨＡＷＢ情報登録

ＨＰＫ 混載貨物確認情報登録

ＣＨＡ ＨＡＷＢ情報訂正

１ＨＡ０１ ＨＡＷＢ貨物本申告自動起動1

業務コード 業 務 名

ＡＤＭ０１ 積荷目録事前報告

ＡＣＨ ＡＷＢ情報登録

ＣＡＷ ＡＷＢ情報訂正

ＯＩＮ 搬入確認登録（システム対象外保税運送）

ＯＵＴ 搬出確認登録（一般）

ＫＡＭ０１ 貨物移動情報登録

また、下記の業務から自動起動されるＨＡＷＢ本申告自動起動の

件数も最大9,999件へ拡大する。

業務コード 業 務 名

ＨＤＦ０１ 混載仕立情報登録

ＢＩＩ０１ 個別搬入確認登録

ＵＬＡ 積付結果登録（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位）

ＵＬＭ０１ 積付結果登録（ＭＡＷＢ単位）

ＥＸＡ０１ 搬出確認登録（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位）

ＥＸＭ０１ 搬出確認登録（ＭＡＷＢ単位）

ＥＸＲ０２ 搬出確認登録（輸入保税蔵置場）輸出情報登録

１ＢＬ 搬入確認（多数件処理）

１ＸＵ 搬出確認登録（ＵＬＤ単位多数件処理）

１ＸＣ 搬出確認取消（多数件処理）

１ＣＵ 搭載完了Ｂ（多数件処理）

※ ＨＡＷＢ登録件数制限値チェック件数が最大9,999件に変更と
なることでＬＤＲ情報の電文長がシステム制限値（700K）を超える
場合がある。その際は超過分を分割して出力する仕様とする。

【輸出】変更対象業務

Ⅸ 詳細仕様検討結果

注）

注）

注）

注）

注）多数件処理で最大件数の入力があると数十分の処理時間が必要。
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貨物 航空
第16回

WG
基本
Ⅲ-３

１ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数の拡大に伴うＬＤＲ情報の分割

・ １ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数の拡大に伴い、ＬＤＲ情報の分割出力を可能とする。

詳細仕様検討結果

・ １ＭＡＷＢあたりのＨＡＷＢ件数を最大3,000件から最大9,999件に拡大することにより、ＬＤＲ情報が７００ＫＢを超える電文とな
るケースがあることから、以下のとおり分割して出力する。

（留意点）
・帳票印刷時に右上に表示されるページ番号は１通目、２通目で通番にはならない。例えば、ＨＡＷＢ最大件数9,999件の登録が行われ

た場合、１通目（230ページ）と２通目（227ページ）で合計457ページとなるが、1／457とは表示されず、1通目、2通目の繰り返
し件数に応じたページ番号が表示される。

Ⅸ 詳細仕様検討結果

最終ページ

先頭ページ

最終ページ

先頭ページ

・
・

１通目と同じ出力情
報コードで出力す
る。

１通目（ＬＤＲ情報_ＡＡＴ０３２） ２通目（ＬＤＲ情報_ＡＡＴ０３２）

分割電文番号を追加 分割電文番号を追加

「ＬＤＲ単位の搬入
総個数の表記」にて
搬出総個数の項目を
追加（詳細Ｐ○）

・
・

ＨＡＷＢ5,051件ま
で分のページ番号が
表示される。

ＨＡＷＢ5,052件以
降分のページ番号が
表示される。
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貨物 航空
第13回

ＷＧ
基本

Ⅳ-6-他 ＬＤＲ単位の搬入総個数の表記

・「搬出確認登録呼出し（ＥＸＭ 又は ＥＸＡ）」業務で処理されたＬＤＲ単位の搬入総個数の表記を可能とする。

詳細仕様検討結果

Ⅸ 詳細仕様検討結果

①「搬出確認登録（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位）（ＥＸＡ０１）」業務等で出力されるＬＤＲ情報について、
「搬出総個数」の項目を追加し、ＬＤＲ情報に紐づくＵＬＤ、ＡＷＢ及びＨＡＷＢの搬出個数の合計を出力する。

② ＵＬＤの場合は搬出された積み付け個数を、バラ貨物の場合はＡＷＢ又はＨＡＷＢの搬出個数の合計を出力する。

＜変更対象業務＞

・「搬出確認登録（ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位）（ＥＸＡ０１）」業務

・「搬出確認登録（ＭＡＷＢ単位）（ＥＸＭ０１）」業務

・「搬出確認登録（ＵＬＤ単位）（多数件処理）（１ＸＵ）」業務

・「搬出確認登録（輸入保税蔵置場）輸出情報登録（ＥＸＲ０２）」業務

＜変更対象出力情報＞

・ＬＤＲ情報（ＡＡＴ０３）

・ 第６次ＮＡＣＣＳにおいては、ＬＤＲ単位の搬出総個数を出力するように以下のとおり変更する。

（参考） ＬＯＣＡＬ ＤＥＬＩＶＥＲＹ ＲＥＣＥＩＰＴ 出力イメージ

ここへ総個数を表示
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貨物 航空
第14回

ＷＧ

基本
Ⅲ-３

Ⅳ-6-他
「混載仕立終了情報登録（ＨＤＥ）」業務の複数件一括処理機能の追加

・ 「混載仕立終了情報登録（ＨＤＥ）」業務において、１業務で登録可能なＭＡＷＢ件数の見直しを実施する。

詳細仕様検討結果

混載仕立終了情報登録（ＨＤＥ）」業務において、１業務で登録可能なＭＡＷＢ件数を１件から２０件に変更する。
なお、欄数の複数化に伴い、途中欄のＭＡＷＢ番号の取り消しを可能とするため、欄の途中における空欄の入力を可能とする。

Ⅸ 詳細仕様検討結果

【現行】 【次期】

１業務で登録可能
なＭＡＷＢ件数を
１件から２０件に
変更する。
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詳細仕様検討結果

Ⅸ 詳細仕様検討結果

貨物 航空
第17回
第19回
第20回

WG
基本

Ⅳ-6-他
蔵置料金請求先登録業務の新設（１）

・ＢＩＬＬ請求先欄の追加及びＢＩＬＬ請求先情報の補完機能の改善で検討してきたが、検討経緯より輸入申告等の申告者と蔵
置料金請求先が異なる場合は、ＡＷＢ単位に「蔵置料金請求先」を登録する「蔵置料金請求先登録（ＣＵＲ０１）」業務を新
設することとした。

区 分 概 要

１．個別検討事項 蔵置料金請求先登録業務の新設について検討する。

２．検討の経緯 「搬出確認登録（一般）（ＯＵＴ）」業務において航空貨物代理店に「Ｆ」を入力した場合、輸入申告等の申告者
の利用者コードが補完され出力帳票の請求先に出力されるが、申告者の利用者コードとは異なる蔵置料金請求先を
出力したい場合はＯＵＴ業務において航空貨物代理店に蔵置料金請求先を入力しなければならず、運用が煩雑と
なっている。

蔵置料金請求先情報の補完機能の改善案として「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）」業務等実施時に「蔵置料金請求
先」を登録しＯＵＴ業務の際に航空貨物代理店に「Ｆ」を入力すると補完される仕様とすることを提示し、検討を
行ってきた。（第17回ＷＧ提示）

検討の結果、ＩＤＡ業務等では蔵置料金請求先を入力することができない場合もあり、入力されない場合は現状ど
おりの運用となるため、ＩＤＡ業務等で蔵置料金請求先を登録しＯＵＴ業務時に補完するという提案は取りやめた。
（第19回ＷＧ提示）

３．次期仕様 輸入申告等の申告者と蔵置料金請求先が異なる場合は、ＡＷＢ単位に「蔵置料金請求先」を登録する「蔵置料金請
求先登録（ＣＵＲ０１）」業務を新設する。

「搬出確認登録（一般）（ＯＵＴ）」業務で航空貨物代理店に「Ｆ」が入力された場合は、新規業務ＣＵＲ０１業
務で登録された蔵置料金請求先を補完するようＯＵＴ業務の仕様を変更する。登録されていない場合は、現行シス
テム同様、申告者の利用者コードを補完する。

「蔵置料金請求先登録呼出し（ＣＵＲ）」業務を新設し、引き続き遷移するＣＵＲ０１業務画面においては、入力
した蔵置料金請求先の訂正削除を行う。

205



詳細仕様検討結果

「蔵置料金請求先登録（ＣＵＲ０１）」業務の新設
【業務概要】

ＡＷＢ単位に蔵置料金請求先を登録する。登録した内容は「搬出確認登録（一般）（ＯＵＴ）」業務の入力項目である「航空貨物代理店」項目へ「F」を入力することにより、
補完可能とする。登録可能期間は貨物情報の登録後～貨物情報の削除までの間とし、任意で何回でも登録可能とする。

【入力者】
全利用者（税関、厚生労働省（食品）、動物検疫所、植物防疫所、入国管理局（航空）、検疫所（人・航空）、厚生局等は除く）とする。

【その他】
・１業務で登録可能な件数は、３０件とする。
・保税蔵置場別クレジット扱業者登録されているコードを入力可能とする。
・蔵置料金請求先の変更、登録の取消しも本業務で実施可能とする。

「蔵置料金請求先登録呼出し（ＣＵＲ）」業務の新設
【業務概要】

ＡＷＢ番号を入力することにより、ＣＵＲ０１業務で登録した情報を呼出す。
【入力者】

ＣＵＲ０１業務同様とする。
【その他】

・１業務で呼出し可能な件数は、３０件とする。
・入力されたＡＷＢ番号に対し蔵置料金請求先が登録されていない場合はエラーとせずスペースを出力する。

「搬出確認登録（一般）（ＯＵＴ）」業務の変更
【航空貨物代理店補完処理の変更】

航空貨物代理店に「Ｆ」が入力された場合で、ＣＵＲ０１業務により蔵置料金請求先が登録されている場合は、出力画面及び帳票へ出力する航空貨物代理店について、ＣＵＲ０
１業務で登録された蔵置料金請求先を補完する仕様へと変更する。ＣＵＲ０１業務で蔵置料金請求先が登録されていない場合は、現行システム同様申告者の利用者コードを補完
する。

【出力内容変更】
航空貨物代理店に出力されるコードがＣＵＲ０１業務で登録した蔵置料金請求先から補完された場合、出力共通項目へＣＵＲ０１業務実施者を出力するよう変更する。出力対象
情報は表のとおりとする。なお、出力項目の追加は発生しない。

貨物 航空
第17回
第19回
第20回

WG
基本

Ⅳ-6-他
蔵置料金請求先登録業務の新設（２）

出力情報名 出力情報コード 出力先

搬出確認登録（一般）結果情報 ＡＡＳ０８０（出力画面） 入力者

搬送指示情報（輸入）Ａ ＡＡＳ０７９ 入力者

請求書・領収書・計算書情報 ＡＡＳ０８１ 入力者

搬出情報 ＡＡＳ０８２ 入力者

搬出依頼情報 ＡＡＳ０８３ 入力者

Ⅸ 詳細仕様検討結果

206



詳細仕様検討結果

蔵置場１ 蔵置場２

ＢＩＬＬ
ＴＯ ＡＡＡＡＡ

ＢＩＬＬ
ＴＯ ＡＡＡＡＡ

保税運送 引き取り

ＣＵＲ０１

・適用する蔵置場からのＯＵＴ前までに登録
・貨物情報登録後から任意のタイミングで登録可能
・帳票反映は業務実施後から

ＨＡＷＢ情報
登録

ＨＣＨ０１

混載貨物確認
情報登録
ＨＰＫ

保税運送
申告

ＯＬＴ０１

搬出確認
登録

ＯＵＴ

搬入確認
登録

ＢＩＮ０１

輸入申告変更
事項登録
ＩＤＡ

輸入申告

ＩＤＣ

搬出確認
登録

ＯＵＴ

：蔵置場１でＯＵＴ業務前にＣＵＲ０１業務でＡＡＡＡＡを登録した例

貨物 航空
第17回
第19回
第20回

WG
基本

Ⅳ-6-他
蔵置料金請求先登録業務の新設（3）

※ 蔵置場２の蔵置料金をＢＢＢＢＢ宛に請求する場合は、蔵置場１をＯＵＴ後ＣＵＲ０１でＢＢＢＢＢの登録をするか、もしくは蔵置場２でＯＵＴ業務実施
時にＢＢＢＢＢを入力することでも対応可。

Ⅸ 詳細仕様検討結果
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貨物 航空
第17回
第19回
第20回

WG
基本

Ⅳ-6-他
蔵置料金請求先登録業務の新設（４）

詳細仕様検討結果

蔵置料金請求先を設定する
ＡＷＢ番号を入力

蔵置料金請求先コードを入力

「蔵置料金請求先登録呼出し（ＣＵＲ）」業務
から遷移した当画面にて、
・蔵置料金請求先変更は訂正上書きする
・蔵置料金請求先の削除取消しは「Ｘ」を入力する

Ⅸ 詳細仕様検討結果

208



貨物 航空
第14回

ＷＧ

基本
Ⅲ-３

Ⅳ-6-他
「ＨＡＷＢ情報登録（輸入）（ＨＣＨ０１）」業務の入力件数の拡大

・ 「ＨＡＷＢ情報登録（輸入）（ＨＣＨ０１）」業務及び「ＨＡＷＢ情報訂正（ＣＨＡ）」業務において、１業務で入力
可能なＨＡＷＢ件数の見直しを実施する。

詳細仕様検討結果

Ⅸ 詳細仕様検討結果

業務コード 出力情報名 出力情報コード
出力先業種

保税蔵置場 通関業 混載業

ＨＣＨ０１ 搬入状況通知情報（輸入） ＡＡＳ０１１ ○ ○

ＣＨＡ

搬入状況通知情報（輸入） ＡＡＳ０１１ ○ ○

訂正（保留）控情報Ｂ ＡＡＳ０２８ ○

不一致情報Ｂ ＡＡＳ０２２ ○

・「ＨＡＷＢ情報登録（輸入）（ＨＣＨ０１）」業務及び「ＨＡＷＢ情報訂正（ＣＨＡ）」業務において、１業務で入力
可能なＨＡＷＢ件数を１０欄から２０欄に拡大する。なお、これに併せて、以下の出力情報もＨＡＷＢ件数欄を２０欄に
拡大する。
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貨物
航空
海上

第 ９回
第10回
第14回

ＷＧ
基本

Ⅳ-6-他 見本持出し関連業務の見直し（１）

・ 見本持出しに関連する業務について、以下の見直しを実施する。

１．見本持出許可後から「見本持出確認登録（ＭＨＯ）」業務が実施されるまでの間に仕分け・輸入申告等が行われた場合
の業務処理

２．「見本持出許可申請（ＭＭＡ／ＭＨＡ）」業務後に「見本持出取消（ＭＭＣ／ＭＨＣ）」業務が行われた場合の管理資料
収集条件

３．ＭＭＡ／ＭＨＡ業務の入出力項目「持出先」欄に全角７０桁の日本語入力を可能とする。

詳細仕様検討結果

２．管理資料収集条件の見直し

見本持出許可後に ＭＭＣ／ＭＨＣ業務が行われた場合は、貨物取扱等管理資料の「Ｓ１３ 航空輸出貨物取扱等一覧データ」、
「Ｔ２０ 航空輸入貨物取扱等一覧データ」及び「Ｇ０５ 貨物取扱等一覧データ」において、見本持出許可取消日を出力する。

貨物取扱等一覧データ
貨物取扱等種別 登録許可日 登録許可番号 ・・・ 見本持出日 許可取消日 持出先 ・・・

M ××× A 20140902 ××× ×××
M ××× B 20140901 ××× ×××
M ××× C ××× ×××

１．見本持出し関連業務の見直し

現行では、見本持出許可後に仕分け・輸入申告等の業務が行われると、ＭＨＯ業務が実施できなくなるため、見本持出許可後に
ＭＨＯ業務が実施されていない場合は、「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）」又は「輸出申告事項登録（ＥＤＡ）」業務等の実施時に、
ワーニング表示を行うことによって注意喚起を促すこととする。

Ⅸ 詳細仕様検討結果

枠部分が新規出力項目
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貨物
航空
海上

第 ９回
第10回
第14回

ＷＧ
基本

Ⅳ-6-他 見本持出し関連業務の見直し（２）

詳細仕様検討結果

Ⅸ 詳細仕様検討結果

（ＭＭＡ業務の入力画面）

３．「持出先」欄の日本後入力可能化

次の業務、帳票及び管理資料において、日本語の入出力を可能とする変更を実施する。

① 業 務：「見本持出許可申請（ＭＭＡ）」業務、「見本持出許可申請（ＭＨＡ）」業務
② 帳 票：ＡＡＬ５１０_見本持出許可申請控情報／ＡＡＬ５１１_見本持出許可通知情報／ＡＡＬ５１２_見本持出許可貨物情報／

ＳＡＬ０１４_見本持出許可申請控情報／ＳＡＬ０１５_見本持出許可通知情報／ＳＡＬ０１６_見本持出許可情報／
ＳＡＬ０１７_見本持出許可貨物情報

③ 管理資料：Ｇ０５＿貨物取扱等一覧データ／Ｓ１３＿航空輸出貨物取扱等一覧データ ／Ｔ２０＿航空輸入貨物取扱等一覧データ

（ＭHＡ業務の入力画面）
全角70桁の日本語
入力を可能とする
全角70桁の日本語
入力を可能とする

日本語で出力される

（出力帳票例：見本持出許可申請控情報）
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貨物 航空
第20回

WG
基本

Ⅳ‐６‐他
保税蔵置場在庫状況照会（輸出）業務の見直し（１）

・ 「保税蔵置場在庫状況照会（輸出）（ＩＷＨ）」業務を航空会社が積込港に入力者の所属する空港と異なる空港コードを指
定して照会した場合は照会結果を取得できないため、これを改善する。

詳細仕様検討結果

Ⅸ 詳細仕様検討結果

実際の積込港と異なる空港地域への貨物の搬出は強制搬出を行うが、強制搬出を行うとＡＷＢ単位に保持する積込港の情報
がクリアされ、ＩＷＨ業務で積込港を指定した場合も貨物情報の照会が出来ないという事象がある。

ＩＷＨ業務で航空会社に「XX」を入力することにより、積込港がスペースの貨物だけを抽出して一覧照会結果を出力する。

搭載上屋
（Ａ／Ｌ：ＮＲＴ）

通関上屋

積込港：HND

強制搬出

積込港がＨＮＤとして登録された貨物をNRTの
搭載上屋へ搬出する

積込港：スペース

積込港がクリアされた状態となるため、
積込港を指定した抽出が不可となる

次期ＮＡＣＣＳにおける対応

現行仕様
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貨物 航空
第20回

WG
基本

Ⅳ‐６‐他
保税蔵置場在庫状況照会（輸出）業務の見直し（２）

詳細仕様検討結果

ＩＷＨ

航空会社「ＸＸ」の入力により、強制
搬出後の貨物のみを照会可能とする。

航空会社「ＸＸ」の入力により、強制搬
出後の貨物のみを照会可能とする。

Ⅸ 詳細仕様検討結果
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